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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（1月 14 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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私の 2017 年のみ言葉は「私の助けは、天と地を造られ
た主から来る。」（詩編 121：2）でした。
　一年を通して、このみ言葉に何度助けられたか分かり
ません。特に、3月に母の足が立たなくなった時には、
神様の大いなる助けを感謝します。脊柱管狭窄症と言わ
れて、車椅子生活になり、本人も家族もかなりのショッ
クでした。介護生活も覚悟しました。急な疾患に衝撃を
受けて、「何でこんなことに！何で！」と、本人がひど
く落ち込んでしまいました。励ましの言葉も通じません。
　そんな時、天と地を造られた主の助けが必要、神様に
祈るしかない・・と、朝のひと時、母、私、娘、孫の 4
人で祈る時を持ちました。仏教的な因果応報の世界観で
「罰が当たったんじゃろか」と言っていた母が、「イエス
様、私の罪を御血潮できよめて赦して下さい。私の足を
立たせて下さい。」と、自分で祈るようになりました。

その後、徐々に回復し、今では杖で歩けるまでになり、
感謝します。
　一日中家に引きこもりがちだったのが、この病をきっ
かけに、デイサービスにも通えるようになり、以前より
も益々元気になりました。主をほめたたえます。

「恐れのある日に、私はあなたに信頼します。神にあって、
私はみことばを、ほめたたえます。」詩編５６：３

 イザヤ12～18　水15金17

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ
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新年礼拝

（１月１日）
（要約者：全本　みどり）

誕生者のお祝い

ふるさと
餅つき大会ミニコンサート＆

イブ礼拝１７時～

カウントダウン
２２時頃～

元旦礼拝
１４時～

聖書の脈
福澤師

今週の通読箇所が含まれているのですが、イザヤ書 13章～
23章については諸外国に対する審判と預言が書かれています。
諸外国とはどこでしょうか。①バビロン（13章～ 14章 27節）
②ペリシテ （14章 28～ 32節）③モアブ（15章～ 16章 14節）
④ダマスコ（17章 1～ 14節）⑤エチオピヤ（クシュ）（18章
1～ 7節）⑥エジプト （19章 1～ 20章 6節）⑦バビロン（海
の荒野）（21章 1～ 10節）※13 - 14 章では、バビロンをモデ
ルにして、すべての高ぶるものを絶滅さ れる主のさばきが宣
べられたが、21章以下では、預言者イザヤの嘆きに焦点が合
されています。⑧ドマ（エドム）（21章 11～ 12節）⑨アラビ
ヤ （21：13-17）⑩幻の谷（エルサレムとユダ）（22章 1～ 25節）
⑪ツロ（23：1 - 18）に向けて書かれています。「宣告」（13：
1） と訳されている語は「重荷」「使命」という意味を持って
います。ここでは歴史の支配者なる神がアッシリヤをも支配
してご自分の民イスラエル／ユダ を取り扱い、さばき、終末
に向かってのご自身の計画を進め、「残りの者が帰って来る」
というインマヌエルの恵みと希望の勝利の預言を明確にする
た めに、神がこれら世界の諸国にも主権をもって臨まれるこ
とを告げているのです。それ故、この部分も、イスラエル／
ユダに対する神の審判と同時に、 その民をなおもご自分の民と
して愛されるが故に「インマヌエル」の恵みとしてのメシヤ（キ
リスト）の来臨という希望を全世界に残し、提示しておられ
るという神の思いを理解しつつ読んでいきましょう。
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ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

　　　日　名ﾌｧﾐﾘｰ

舛　田ﾌｧﾐﾘｰ

　　平　澤ﾌｧﾐﾘｰ
　

　　　こぼれてしまったものを回復させる…
　教会は私たちが集まって過ごす場所です。けれど、最小
単位の教会というのは私達の家にあるわけです。新年の始
めの日に家族と交わって頂いてそこで一年間のビジョン・
目的・大事にしたいことを話して欲しい…そんな理由で私
達の教会の元旦礼拝は午後２時からもつようにしてきまし
た。私達の教会の昨年のテーマは実を結ぶ年ということで、
行って実を結び残さなければならない年でした。今年は、
それを回復させて再建させるというテーマで昨日の礼拝で
もお話しをさせて頂いています。何かを成そうとすると私
達はどうしても見失ってしまうことがあります。大切にし
なければならないことを目的に進んでいくとそれ以外のこ
とが失われてしまうことがあるわけです。昨年は大切にし
なければならないことを形にして実を残すために前進する
という年でしたが、今年はそんな中でこぼれてしまったも
のを回復させていかなければなりません。これは人生にも
言えることで、私達が生きてきた人生の中で失われてきた
ものがたくさんあるかもしれません。しかし、「神を愛する
人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のため
には、神がすべてのことを働かせて益としてくださること
を私たちは知っています。」（ﾛｰﾏ8：28）と聖書で語られて
いる通り、一見失われてしまったかと思われるものもすべ
てが益とされていくわけです。これが素晴らしいことです。

　　　外さなければならないことを外し、
　　　外してはいけないことは外さない…
　
　右脳で生きている人と左脳で生きている人では同じ服の
映像を見ても色の見え方が違うことがあります。理屈で生
きている人と芸術肌で生きている人の差であるそうです。
また、同じ青色に見えていたとしてもそれが本当にまった
く同じ青色に見えているかどうかはわかりません。それく
らい人というのは大きく違うのです。そして違うのですが
自分の見えていることがそうなんだと決めつけて生きてい
るのです。私たちは回復と再建をするためにこの決めつけ
を外さなければならないのです。そしてもう一つ大切なこ
とは、外してはいけないことは外してはいけないというこ
とです。

　　　決勝点を得て走る…
　聖書の中でパウロも語っていますが私たちは決勝点がわ
からないような走り方はしません。私たちは新しい一年を
スタートしましたがどこに向かうのでしょうか。何のため
に仕事をし、何のために活動し、何のために回復し、何の
ために再建していくのか…。この決勝点がわからないよう
な歩み方をしていると毎日がよくわからなくなってきます。
イエス・キリストは「人は、たとえ全世界を得ても、いの
ちを損じたら、何の得がありましょう。」(ﾏﾙｺ8：36) と語っ
ています。いのちを損じるという的を外した人生になって
はならないと語っているのです。聖書が言う罪の原点の意
味は「的を外す」という意味です。私達が進むべき道を誤り、
その誤った実が偽りであり、虚栄であり、自己中心であり、
欺きであり、人を傷つける力なのです。私達が道を踏み外
すということが一番危険なことなのです。
世の中の人もクリスチャンも問題が起こるのは同じです。
「…あなたがたは、世にあっては患難があります。…」(ﾖﾊﾈ
16：33) と聖書にも書かれています。どちらかというとク
リスチャンの方が患難が多いような気がします。多くの人
が嫌な人とは付き合わないという選択をする中でその人と
関わり、向き合っていくからです。ですから、私達は向き
合わなかった人が走ることがなかったゴールを見出すこと
ができるのです。これがすごいのです！けれど、ゴールが
見えない走り方ではすべて諦めにつながっていってしまい
ます。せっかく再建し始めたのに壊してしまっては意味が
ありません。わかっていれば壊しません。けれどわかって
いないとやめてしまうのです。神様の前に正しく決勝点を
得て走りたいわけです。

　　　焼けない家を建てる　　
　　　Ⅰコリント3：9～13
　昨日の礼拝では回復を話しました。ですから皆さんは昨

日誰かと回復を試みて、自分の中で回復を試みて、新年を
ここで迎えられたのだと思います。そして、ここからはじ
めて家をもう一度建てていくわけです。建てていく時に大
切なことは焼けない家を建てるということです。不思議な
ことに「金、銀、宝石、木、草、わら」どれで建てるよう
にとは書かれていません。わらが悪いとは言っていません。
それぞれいいものもあるし、悪いものもあります。木は十
字架をさす言葉を使っていてとても意味があります。金は
金目当てのことも感じられるし、精錬されたという意味も
あります。銀は純度が高いという意味があったり、清純と
いった意味もあります。ですから、各人が何で建てるのか
を見極めて焼けないようにしなければならないと言ってい
るのです。それでは焼けるとは何なのでしょうか？例えば
会社経営の目的が儲けることであるなら焼けてしまいます。
「真価をためす」と書いてあるのです。要するに、物事をや
る時にそこに真の値打ちがなければ意味がなくて焼かれて
しまうということなのです。その人の置かれた環境でその
人が真価のある人生を生きなければならないのです。

　　　１．何もしない者になるな
　
目の前で何かを見た時にベストな時にベストな方法で向き
合わなければなりません。そのことを一歩下がって客観的
に見て将来を思って 100％その人を愛してやれば実が残り
ます。けれど、そこに損得勘定があったり評価されたかっ
たり…そんなものが入ってくると焼けてしまいます。クリ
スチャンの世代は一代ではありません。アブラハムが蒔い
た種をイサク、ヤコブが刈り取り、ヤコブの蒔いた種はヨ
セフを通って、ダビデ、ソロモンまで継承されていき、そ
して神様はソロモンに「あなたの父ダビデに免じて私はあ
なたを祝福する」と語られたのです。クリスチャンの生涯
とはこのようなものです。

　　　２．進むべきゴールを見失うな　
　　　　　真価を問われる
　これも今まで話してきたことがセットになっています。

　　　３．あなた自身を大切に
　
　「主が家を建てるのでなければ、建てる者の働きはむな
しい。」（詩篇 127:1）私達は建築家です。ですから発注者
がいて家が完成した時に初めて喜びが起こるわけですが、
もし私達の人生が自分のものになっていたらどうでしょう
か？自分の家族を自分のものと思い、自分を自分のものと
思って生きると破壊しかありません。私達がしなければな
らないのは、発注者の家を建てるということです。自己満
足では駄目なのです。自己満足では駄目なのですからあな
た自身を保たなければなりません。あなた自身があなた自
身を尊んで生きるということです。家とはあなた自身です。
あなた自身が回復し、再建されなければ、建てる発注者を
失った家になっていきそれは破壊でしかありません。回復
しなければならないものがたくさんあります。けれど、ま
ず第一に自分自身を回復していきたいのです。本当の自分
でスタートしなければなりません。本当にしなければなら
ないと思っていることがあるのにそれを置いて違うことに
目を向けて、ましてや焼かれてしまうようなことに目を向
けて何かをしないでください。あなたの人生を積み上げ次
の世代に自信をもって継承できる生き方をしなければなり
ません。そのためにイエス・キリストはあなたのすべての
マイナスを背負ってあの十字架に向かっていきました。彼
の生き様はあなたがまっすぐ生きるために彼が彼であるこ
とを貫いたものです。この新しいスタートの時に、ぜひも
う一度あなたのゴールを見つけてください。あなたはどこ
に行くのですか？あなたはあなたですか？

「回復と再建Ⅱ」
～約束されたゴール～   　　　　　　　　　詩篇127：1－2、イザヤ58：12
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